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新型コロナウイルス感染・化学物質過敏症対策に
有効な空間を創出する空気浄化装置の開発

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）への
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目　的

概　要

取　組

独自の管状路構造反応器を開発

シックハウスや化学物質過敏症、文化財保護におけるVOC
（揮発性有機化合物）の分解。また、新型コロナウイルスに
有効な除菌装置の開発を行うことを目的としています。

九州大学との共同研究開発により、VOCを極低濃度まで
分解除去でき、新型コロナウイルス不活化にも適した独自
の構造を持つ空気浄化装置を製品化。また、山口大学にて
新型コロナウィルスの不活性化評価試験を行い除菌力の高
さを明らかにしました。

●独自の管状路構造を持つ浄化装置を開発
●極低濃度域まで分解可能なVOC処理性能を実現
　・化学物質過敏症患者の空気環境改善のため患者モニター実施
　・文化財の保護用途として博物館で実証試験
●製品環境に合わせた実験条件により新型コロナウイルスの
　除菌効果を確認　→コロナ禍での病院への導入
●東京で行われた 2回の展示会に出展 (2020 年）して販売促進
●感染症対策として対面空間用小型除菌装置を新たに開発 
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測定：山口大学（共同獣医学部獣医微生物学教室　早坂大輔教授・下田宙准教授）


